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外国人材の円滑な受入れの実施に向けた意見書

上記の議案を別紙のとおり徳島県議会会議規則第１４条第１項の規定により提

出する。
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外国人材の円滑な受入れの実施に向けた意見書

国においては、従来から外国人技能実習制度の運用で指摘されていた「長時間

労働」や「賃金の不払い」など、労働関係法令の違反行為に関して、その運用の

適正化を図るため、平成２８年１１月に、「外国人の技能実習の適正な実施及び

技能実習生の保護に関する法律」を制定し、翌年１１月１日から施行したところ

である。

しかしながら、労働基準監督機関における外国人技能実習生の受入れ事業所に

対する監督指導件数は、改善することなく、令和２年には、延べ８，１２４件に

も上り、その内の７０．８％に当たる５，７５２件が、労働基準関係法令の違反

で指摘されている。

そこで、国においては、新型コロナウイルス感染症の収束後に増加が見込まれ

る外国人材の円滑な受入れを実現するため、次の事項を踏まえた総合的な対策を

講じられるよう強く要望する。

１ 外国人技能実習制度については、低賃金や長時間労働、安全教育の不足によ

る労働災害等が問題となっていることから、十分な検証を行った上で賃金水準

や労働環境を見直し、制度の適正な運用を図ること。

２ 外国人に対する日本語学習支援や生活習慣の理解促進については、これまで

地方自治体や地域のＮＰＯ法人等が担ってきたが、今後、さらなるニーズの増

大が見込まれることから、国の責任において、外国人労働者やその家族に対す

る支援の充実などの受入れ環境整備や財政措置を行うこと。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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